
６．所属機関

部　　局

所 在 地

【外国人特別研究員候補者】

12．所属機関名

13．部 局 名

16．博士の学位

(和文)

(英文)

(和文)

(英文)

(和文)

(英文)

授与機関名

10．資格要件
(国及び地域名コード) 

11．生年月日

14．現 職 名

15．機関所在国 (国及び地域名コード) 

（西暦）XXXX年YY月DD日　□取得　□取得見込み

専　　攻

機関所在国 (国及び地域名コード) 

(FAMILY) (Middle)(First)

(英文)

(西暦)

９．氏　　名
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１．氏　　名

２．所属機関名

３．部 局 名

４．職　　名

８．招へいを希望

７．研究課題名

【申請者（受入研究者）】

(漢字等)

(ローマ字)(姓) （名）

(和文)

(英文)

(コード)

(和文)

(英文)

(和文)

(英文)

(和文)

(英文)

YYYY年MM月DD日 ～ YYYY年MM月DD日 （●か月）
する期間

XXXX年MM月DD日生

(フリガナ)

  令和YY年MM月DD日

令和XX年度（YYYY年度）第Z回採用分　外国人特別研究員（欧米短期）　申請書
様　式　１

申請番号

合議審査区分

書面審査区分

小区分

小区分コード

国　　籍

資　　格

(コード)

〒

電話番号: FAX番号:

e-mail:

(住所)

５．e-Rad
研究者番号

17．候補者の
高等教育歴

学校名1（正式名称）：

学位：

(国及び地域名コード) 

学校名2（正式名称）：

学位：

(国及び地域名コード)

学校名3（正式名称）：

学位：

(国及び地域名コード)

□国籍　□対象国永住権　□対象国研究継続状況
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19．連 絡 先

電話番号:

〒

(住所)
(国及び地域名コード)

20．推薦者名

21．推薦者所属
機関名

(コード)

【推薦者】（添付する推薦書の署名者）

(漢字等)

(フリガナ)

e-mail1:
e-mail2:

申請番号：xxx

18．候補者の職歴

所属機関名1（正式名称）：

部局名：

(国及び地域名コード) 

所属機関名2（正式名称）：

部局名：

(国及び地域名コード)

所属機関名3（正式名称）：

部局名：

(国及び地域名コード)

（ủ所属機関）
ủ ⁷⁷



H3

【外国人特別研究員の研究の独創性と特筆すべき業績】

【外国人特別研究員と共同して行う研究の概要、意義及び実現可能性】

申請番号：xxx
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【外国人特別研究員と受入研究者との関係】

1．外国人特別研究員候補者との関係

（補足説明）

2．研究計画等に関する事前交渉の状況

【外国人特別研究員の受入体制】

（国際関係部局等機関における支援体制がある場合は、名称及び支援内容について記入してください。）

1．受入研究機関の支援体制

2．研究室内でのコミュニケーション

1．研究室内で若手研究者とのコミュニケーションや交流ができる。
○5　○4　○3　○2　○1

（ 5：十分できる．．．1：できない。）

2．ミーティング等の状況（研究室内の定期的なミーティングが英語で実施されているなど）の特徴的な取組みについて記載
　 してください。

3．宿泊施設の見通し

2-1．研究計画等に関する事前交渉の状況を具体的に記入願います

申請番号：xxx

○直接の面識がある。
□現在、継続的に共同研究を行っている。
□以前、共同研究を行ったことがある。
□研究室訪問、学会、シンポジウム等で知り合った。
□その他（ ）

○直接の面識はない。
□メール等で継続的に研究成果等のやり取りをしている。
□共同研究者等から紹介された。
□申請者が候補者の研究を知り、連絡を取った。
□候補者が申請者の研究を知り、連絡を取ってきた。
□その他（ ）

○十分行われている。
○ある程度行われている。
○これから行う予定。

2．図書館等の機関内施設の便宜：○与える　○与えない

3．研究室内で場所を与えること：○できる　○できない

4．その他機関内での処遇便宜供与：○ある　○ない

（国際関係部局等機関における支援体制がある場合は、名称及び支援内容について記入してください。）

1．受け入れの際に与える身分又は名称等：1．受け入れの際に与える身分又は名称等：

○ある　○ない
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申請番号：xxx

【人権の保護及び法令等の遵守への対応】

本欄には、研究計画を遂行するにあたって、研究対象者の同意・協力を必要とする研究、個人情報の取扱いの配慮を必要とす
る研究、生命倫理・安全対策に対する取組みを必要とする研究など指針・法令等（国際共同研究を行う相手国及び研究を実施す
る国・地域の指針・法令等を含む。）に基づく手続きが必要な研究が含まれている場合に、どのような対策や措置を講じるのか
記述してください。
例えば、個人情報を伴うアンケート調査・インタビュー調査・行動調査（個人履歴・映像を含む。）、国内外の文化遺産の調

査等、提供を受けた試料の使用、侵襲性を伴う研究、ヒト遺伝子解析研究、遺伝子組換え実験、動物実験など、研究機関内外の
情報委員会や倫理委員会等における承認手続きが必要となる調査・研究・実験などが対象となりますので手続きの状況も具体的
に記述してください。
なお、該当しない場合には、その旨記述してください。




